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ｐ2 補正予算

ｐ7 市民目線で14人が市政を
ただ

質す

ｐ12 議員研修

ｐ16 漆バラ踊り

秋　空

広
報
広
聴
委
員
に
な
っ
て
、

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
く
の
を
痛
感
し
ま
す
。

本
市
の
議
会
だ
よ
り
は
全
国

で
も
珍
し
く
、
議
員
が
取
材
・

原
稿
の
執
筆
か
ら
編
集
作
業

ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
格

的
な
作
業
は
、
最
終
本
会
議

が
終
わ
っ
て
か
ら
始
ま
り
、
校

了
は
次
の
会
期
が
目
前
に
迫

っ
て
き
た
こ
ろ
。
編
集
作
業
が

終
わ
っ
て
も
、
次
の
一
般
質
問

の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
こ

と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
に
思
い
出
す

の
が
夏
休
み
の
宿
題
。
８
月
の

終
わ
り
、
焦
り
が
日
に
日
に
増

し
て
い
っ
た
あ
の
夏
が
今
で
も

蘇
り
ま
す
。

暑
す
ぎ
た
夏
、
か
ご
し
ま

国
体
な
ど
下
半
期
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
も
う
年
の

瀬
。
だ
い
ぶ
冷
え
込
ん
で
参
り

ま
し
た
の
で
、
ご
自
愛
く
だ
さ

い
ま
せ
。
良
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

笹
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広
報
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集
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発
行
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者
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史
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記

表紙撮影者／川尻　宣博さん

傍聴席へどうぞ

蒲生町漆地区

漆小学校・校区コミュニティ合同運動会で披露

　この踊りは、竹バラに紙を張ったバラデコと
かね

鉦を打ち鳴らして踊る。今日では、漆小学校で郷土教

育の一環として、秋の運動会で披露されている。約30人で構成され後継者不足のため、児童が中心と

なり地域住民と一体となって取り組んでいる。

　島津義弘公が戦に勝利し、その凱旋祝いとして踊らせたと伝えられている。

漆バラ踊り

●場所／姶良庁舎２号館　３階議事堂

●車いす席もあります。

議会日程や議会中継は、市ホーム

ページでご覧いただけます。

※２号館のエレベーターは利用できます。

お詫びと訂正

前号№51、P15中段

【誤】1952年文禄・慶長の役

↓

【正】1592年文禄・慶長の役

でした。

お詫びして訂正させ

ていただきます。
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◎現年耕地災害復旧事業　　　1,816万8千円

⃝水路崩壊、路肩崩壊等２０カ所

⃝公共災害の測量、設計９カ所

◎現年林道災害復旧事業　　　835万円

⃝崩土除去等１１カ所

◎現年土木施設災害復旧事業　　　8,530万円

⃝崩土除去等３２カ所、公共災害の測量、設計２カ所

ＤⅩ化の一環事業

◎市公式ＬＩＮＥ構築委託料　　　141万9千円

⃝市民が享受できるよう環境整備と誰一人取り残さないよう進めるべき。

⃝ホームページの充実が不可避である。

⃝道路不備などの通報システムの充実を図るべきである。

子ども館の施設整備に

◎子育て支援拠点施設整備事業　　　1,210万6千円

⃝水漏れ防止のシートパイル工事をインフレスライド条項

とセットで、補正を組んだことに疑問を感じる。

⃝インフレスライドについては、しっかり内容を精査する

必要がある。

⃝工事については施行者、設計者、施工管理者が責任を

取るべき。

５号補正予算（専決）

6号補正予算

議員間討議

議員間討議

現行システムの改修委託料（制度改正に伴う）

◎重度心身障害者医療費助成事業　　　110万円

アドバイザリー業務委託料

◎学校給食施設整備事業　　　818万4千円

⃝ＰＦＩ事業に関連し学校給食のアドバイザリー契約については、実施方針から

事業契約まで市に責任があることが確認できた。

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

◎学校給食物価高騰対策食材購入事業　　3,207万8千円

⃝児童生徒7,384人の1食単価に上昇見込み分１８％を補助

公園用具の修繕に

◎公園維持管理事業 　　770万円

高速道路下トンネルにＬＥＤ照明器具設置

◎街路灯設置維持事業　　　１７万３千円

災害時の指定避難所に排泄等の資機材購入

◎避難所運営事業　　　520万円

7号補正予算　　　　　　　　　　8,450万円

6号補正予算　　　　　1億7,247万6千円

５号補正予算(専決)　1億1,340万8千円

総額3億7,038万４千円を賛成多数で可決!

6号補正予算

議員間討議

新たな公共土木施設復旧（河川災害２件、道路災害１件）に

◎現年土木施設災害復旧事業　　7,950万円

7号補正予算
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請
願
者
　
か
ご
し
ま
こ
ど
も
学
び
場
友
の
会

代
表
提
出
者
　
戸
塚
　
晶
子

紹
介
議
員
　
有
川
　
洋
美

▼
趣
旨

不
登
校
児
童
生
徒
に
と
っ
て
安
心
し
て
学
び
を
継
続
し
て
い

け
る
居
場
所
と
し
て
、
重
要
な
選
択
肢
で
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
。
し
か
し
、
利
用
す
る
際
に
家
庭
や
当
事
者
の
経
済
的
な
負

担
が
大
き
い
等
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
多
様
な
学
習
機
会
を

提
供
す
る
民
間
施
設
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

経
済
的
な
支
援
制
度
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
は
一
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間
施
設
の
設

立
及
び
運
営
補
助
金
等
の
経
済
的
支
援
制
度
の
確
立
を
講
じ
る

こ
と
等
、
国
の
関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出
を
請
願
す
る
。

　
採
択
　
　
全
員
賛
成

▼
意
見
書
提
出

　
『
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様
な
学
習
機
会
の
確
保
の

た
め
の
経
済
的
支
援
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
』
を
提
出

し
ま
し
た
。

陳
情
者
　
佐
藤
　
一
義

▼
趣
旨

　
令
和
４
年
９
月
26
日
に
、
姶
良
市
建
設
同
志
会
ほ
か
５
団
体

か
ら
連
名
で
、
議
会
宛
て
に
「
工
事
請
負
の
締
結
に
関
す
る
お

願
い
」
と
い
う
、
姶
良
市
加
治
木
複
合
新
庁
舎
建
設
工
事
に
関

す
る
工
事
請
負
契
約
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
で
の
可
決
を
求
め

る
文
書
が
提
出
さ
れ
た
。
当
該
文
書
作
成
の
意
図
、
こ
の
文
書

に
対
す
る
議
会
の
見
解
・
対
応
・
処
置
と
経
緯
等
の
解
明
を
求

め
る
ほ
か
、
地
元
業
者
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
議
会
と
し
て
も

条
例
制
定
等
を
含
め
、
行
政
・
議
会
・
業
界
が
一
体
と
な
っ
た

努
力
を
期
待
し
陳
情
す
る
。

▼
審
査
の
経
緯

　
新
庁
舎
建
設
と
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
に
て
陳
情
者
か
ら

の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

 

議
員
間
討
議
で
は
「
市
民
に
し
っ
か
り
と
議
会
と
し
て
の
対

応
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
「
こ
れ
ま
で
高
圧
的
に
感
じ
る
請
願

や
陳
情
の
文
書
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
が
、
お
願
い
文
書
だ
か

ら
こ
そ
中
身
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
。

　
本
会
議
に
て
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
択
　
　
賛
成
18
名
　
反
対
５
名

「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様
な

学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済
的
支

援
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
」
の

採
択
を
求
め
る
請
願
書

姶
議
第
３
７
４
号
に
よ
り
開
示
さ
れ
た

下
記
件
名
の
文
書
に
つ
い
て
⎝
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
お
願
い
⎠

請　願
　
物
価
高
騰
に
伴
い
、
指
定
ご
み
袋
の
製
造
原
価
費
も
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
収
集
運
搬
及
び
焼
却
に
係
る
処
理
費
用
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
安
定
的
な
ご
み
処
理
を
確
保
す
る
た
め
、

物
価
高
騰
に
伴
う
費
用
増
額
分
を
袋
１
枚
あ
た
り
に
上
乗
せ
す

る
改
正
で
す
。

　
可
決
　
　
賛
成
21
　
反
対
２

一
般
廃
棄
物
の
処
理
・
清
掃
に
関
す
る

条
例
改
正

条　例

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
る
原
料
の
高
騰
や
労
務
単
価
の
変
動

な
ど
様
々
な
要
因
が
重
な
り
、
建
築
コ
ス
ト
・
プ
ラ
イ
ス
が
急

上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
工
事
請
負
契
約
書
第
26
条
第
６
項
を
適

用
し
契
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
主
な
質
疑

㉄
　
ど
の
位
の
価
格
変
動
が
生
じ
た
の
か
。

　
　

答
　
鉄
筋
工
事
や
鉄
骨
工
事
で
約
13
％
上
昇
し
て
お
り
、
他
に

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
や
塗
装
工
事
が
約
８
％
、
ガ
ラ
ス
工
事

が
約
10
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

▼
追
加
金
額

・
庁
舎
新
築
工
事…

…
…

…

２
億
２
２
１
２
万
６
千
円

・
電
気
設
備
工…

…
…

…
…

…
…

３
７
５
５
万
２
千
円

・
給
排
水
衛
生
設
備
工
事…

…
…

２
１
６
４
万
８
千
円

・
空
調
設
備
工
事…

…
…

…
…

…
２
５
０
２
万
２
千
円

　
可
決
　
　
賛
成
21
　
反
対
１

本
庁
舎
工
事
請
負
変
更

契　約

請
願
者
　
蒲
生
町
学
童
施
設
拡
充
推
進
委
員
会

代
表
提
出
者
　
瀬
戸
　
義
信

紹
介
議
員
　
国
生
　
　
卓

和
田
　
里
志

笹
峯
　
　
桜

▼
趣
旨

　
蒲
生
地
区
に
は
学
童
施
設
が
１
か
所
し
か
な
い
が
、
令
和
５

年
４
月
以
降
、
３
年
生
以
上
の
受
け
入
れ
が
不
可
と
な
っ
た
。

　
希
望
す
る
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
学
童
に
入
れ
る
よ
う
、
現

在
の
学
童
施
設
の
拡
充
ま
た
は
新
設
、
他
地
域
を
含
む
隣
接
す

る
別
の
学
童
施
設
の
拡
充
等
と
、
そ
の
場
合
の
小
学
校
か
ら
学

童
施
設
ま
で
の
安
全
な
移
動
手
段
の
確
保
を
請
願
す
る
。

　
採
択
　
　
全
員
賛
成

「
蒲
生
町
の
学
童
施
設
拡
充
、
又
は
新

設
を
し
て
ほ
し
い
」
に
関
す
る
請
願
書

請　願

陳　情

　
「
別
居
・
離
婚
後
の
共
同
親
権
及
び
共
同
養
育

の
法
整
備
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
」
は
、
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ

れ
、
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
て
賛
成
多
数
で
採
択
し
、
国
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
採
択
　
　
賛
成
21
名
　
反
対
２
名

▼
反
対
討
論
　
益
森
　
隆
史
　
議
員

　
陳
情
者
が
挙
げ
た
質
問
内
容
の
中
で
、
議
会
と
し
て
回
答
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
も
回
答
し
て
い
な
い
た
め
反
対
と
す
る
。

▼
動
議
の
提
出
　
小
田
原
　
優
　
議
員

　
「
通
常
の
特
別
委
員
会
で
の
調
査
に
は
限
界
が
あ
る
。
更
な

る
調
査
を
行
う
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
の
規
定
に
よ

り
強
い
調
査
権
限
を
持
つ
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め

る
。
」

　
以
上
の
動
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

陳情



１枚２円値上げ（令和６年４月１日から）

4姶良市議会だより
№52

令和5年11月30日発行
5 姶良市議会だより

№52
令和5年11月30日発行

請
願
者
　
か
ご
し
ま
こ
ど
も
学
び
場
友
の
会

代
表
提
出
者
　
戸
塚
　
晶
子

紹
介
議
員
　
有
川
　
洋
美

▼
趣
旨

不
登
校
児
童
生
徒
に
と
っ
て
安
心
し
て
学
び
を
継
続
し
て
い

け
る
居
場
所
と
し
て
、
重
要
な
選
択
肢
で
あ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
。
し
か
し
、
利
用
す
る
際
に
家
庭
や
当
事
者
の
経
済
的
な
負

担
が
大
き
い
等
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
多
様
な
学
習
機
会
を

提
供
す
る
民
間
施
設
へ
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、

経
済
的
な
支
援
制
度
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
は
一
部
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
民
間
施
設
の
設

立
及
び
運
営
補
助
金
等
の
経
済
的
支
援
制
度
の
確
立
を
講
じ
る

こ
と
等
、
国
の
関
係
機
関
へ
の
意
見
書
提
出
を
請
願
す
る
。

　
採
択
　
　
全
員
賛
成

▼
意
見
書
提
出

　
『
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様
な
学
習
機
会
の
確
保
の

た
め
の
経
済
的
支
援
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
』
を
提
出

し
ま
し
た
。

陳
情
者
　
佐
藤
　
一
義

▼
趣
旨

　
令
和
４
年
９
月
26
日
に
、
姶
良
市
建
設
同
志
会
ほ
か
５
団
体

か
ら
連
名
で
、
議
会
宛
て
に
「
工
事
請
負
の
締
結
に
関
す
る
お

願
い
」
と
い
う
、
姶
良
市
加
治
木
複
合
新
庁
舎
建
設
工
事
に
関

す
る
工
事
請
負
契
約
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
で
の
可
決
を
求
め

る
文
書
が
提
出
さ
れ
た
。
当
該
文
書
作
成
の
意
図
、
こ
の
文
書

に
対
す
る
議
会
の
見
解
・
対
応
・
処
置
と
経
緯
等
の
解
明
を
求

め
る
ほ
か
、
地
元
業
者
育
成
を
図
る
観
点
か
ら
議
会
と
し
て
も

条
例
制
定
等
を
含
め
、
行
政
・
議
会
・
業
界
が
一
体
と
な
っ
た

努
力
を
期
待
し
陳
情
す
る
。

▼
審
査
の
経
緯

　
新
庁
舎
建
設
と
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
に
て
陳
情
者
か
ら

の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

 

議
員
間
討
議
で
は
「
市
民
に
し
っ
か
り
と
議
会
と
し
て
の
対

応
を
示
す
必
要
が
あ
る
」
「
こ
れ
ま
で
高
圧
的
に
感
じ
る
請
願

や
陳
情
の
文
書
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
が
、
お
願
い
文
書
だ
か

ら
こ
そ
中
身
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
。

　
本
会
議
に
て
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
択
　
　
賛
成
18
名
　
反
対
５
名

「
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
多
様
な

学
習
機
会
の
確
保
の
た
め
の
経
済
的
支

援
制
度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
」
の

採
択
を
求
め
る
請
願
書

姶
議
第
３
７
４
号
に
よ
り
開
示
さ
れ
た

下
記
件
名
の
文
書
に
つ
い
て
⎝
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
関
す
る
お
願
い
⎠

請　願
　
物
価
高
騰
に
伴
い
、
指
定
ご
み
袋
の
製
造
原
価
費
も
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
収
集
運
搬
及
び
焼
却
に
係
る
処
理
費
用
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
安
定
的
な
ご
み
処
理
を
確
保
す
る
た
め
、

物
価
高
騰
に
伴
う
費
用
増
額
分
を
袋
１
枚
あ
た
り
に
上
乗
せ
す

る
改
正
で
す
。

　
可
決
　
　
賛
成
21
　
反
対
２

一
般
廃
棄
物
の
処
理
・
清
掃
に
関
す
る

条
例
改
正

条　例

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
よ
る
原
料
の
高
騰
や
労
務
単
価
の
変
動

な
ど
様
々
な
要
因
が
重
な
り
、
建
築
コ
ス
ト
・
プ
ラ
イ
ス
が
急

上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
工
事
請
負
契
約
書
第
26
条
第
６
項
を
適

用
し
契
約
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

▼
主
な
質
疑

㉄
　
ど
の
位
の
価
格
変
動
が
生
じ
た
の
か
。

　
　

答
　
鉄
筋
工
事
や
鉄
骨
工
事
で
約
13
％
上
昇
し
て
お
り
、
他
に

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
や
塗
装
工
事
が
約
８
％
、
ガ
ラ
ス
工
事

が
約
10
％
上
昇
し
て
い
ま
す
。

▼
追
加
金
額

・
庁
舎
新
築
工
事…

…
…

…

２
億
２
２
１
２
万
６
千
円

・
電
気
設
備
工…

…
…

…
…

…
…

３
７
５
５
万
２
千
円

・
給
排
水
衛
生
設
備
工
事…

…
…

２
１
６
４
万
８
千
円

・
空
調
設
備
工
事…

…
…

…
…

…

２
５
０
２
万
２
千
円

　
可
決
　
　
賛
成
21
　
反
対
１

本
庁
舎
工
事
請
負
変
更

契　約

請
願
者
　
蒲
生
町
学
童
施
設
拡
充
推
進
委
員
会

代
表
提
出
者
　
瀬
戸
　
義
信

紹
介
議
員
　
国
生
　
　
卓

和
田
　
里
志

笹
峯
　
　
桜

▼
趣
旨

　
蒲
生
地
区
に
は
学
童
施
設
が
１
か
所
し
か
な
い
が
、
令
和
５

年
４
月
以
降
、
３
年
生
以
上
の
受
け
入
れ
が
不
可
と
な
っ
た
。

　
希
望
す
る
６
年
生
ま
で
の
児
童
が
学
童
に
入
れ
る
よ
う
、
現

在
の
学
童
施
設
の
拡
充
ま
た
は
新
設
、
他
地
域
を
含
む
隣
接
す

る
別
の
学
童
施
設
の
拡
充
等
と
、
そ
の
場
合
の
小
学
校
か
ら
学

童
施
設
ま
で
の
安
全
な
移
動
手
段
の
確
保
を
請
願
す
る
。

　
採
択
　
　
全
員
賛
成

「
蒲
生
町
の
学
童
施
設
拡
充
、
又
は
新

設
を
し
て
ほ
し
い
」
に
関
す
る
請
願
書

請　願

陳　情

　
「
別
居
・
離
婚
後
の
共
同
親
権
及
び
共
同
養
育

の
法
整
備
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
」
は
、
令
和
５
年
第
２
回
定
例
会
に
提
出
さ

れ
、
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
て
賛
成
多
数
で
採
択
し
、
国
に
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

　
採
択
　
　
賛
成
21
名
　
反
対
２
名

▼
反
対
討
論
　
益
森
　
隆
史
　
議
員

　
陳
情
者
が
挙
げ
た
質
問
内
容
の
中
で
、
議
会
と
し
て
回
答
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
も
回
答
し
て
い
な
い
た
め
反
対
と
す
る
。

▼
動
議
の
提
出
　
小
田
原
　
優
　
議
員

　
「
通
常
の
特
別
委
員
会
で
の
調
査
に
は
限
界
が
あ
る
。
更
な

る
調
査
を
行
う
た
め
、
地
方
自
治
法
第
１
０
０
条
の
規
定
に
よ

り
強
い
調
査
権
限
を
持
つ
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め

る
。
」

　
以
上
の
動
議
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

陳情
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橋の欄干まで繁茂している雑草の様子

蒲生庁舎にある蒲生のシンボル「御仮屋門」と

「御仮屋犬槙」

和田　里志
市政クラブ姶輝

国生　　卓
志成会
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橋の欄干まで繁茂している雑草の様子

蒲生庁舎にある蒲生のシンボル「御仮屋門」と

「御仮屋犬槙」

和田　里志
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国生　　卓
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市道陥没による損害賠償の事例

しっかりと整備された交差点

早期の有効活用を

市長と高校生のタウンミーティング

自治会長等便利帳

校区まちづくりプラン

岩下陽太郎
あいら敬愛会

森川　和美
志成会

小田原　優
市民くらぶ

宇都陽一郎
市政クラブ姶輝

塩入　英明
市民くらぶ

馬場　修二
あいら敬愛会
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市道陥没による損害賠償の事例

しっかりと整備された交差点

早期の有効活用を

市長と高校生のタウンミーティング

自治会長等便利帳

校区まちづくりプラン

岩下陽太郎
あいら敬愛会

森川　和美
志成会

小田原　優
市民くらぶ

宇都陽一郎
市政クラブ姶輝

塩入　英明
市民くらぶ

馬場　修二
あいら敬愛会



一般質問

10姶良市議会だより
№52

令和5年11月30日発行
11 姶良市議会だより

№52
令和5年11月30日発行

子ども相談に１人１台タブレットの活用を

戦争の悲惨さと平和の尊さを語り継ぐ集い40年稼働を迎える川内原発

姶良市役所前の市道清掃を行う市職員負担軽減で安心の介護保険

市道建昌・岡線

子どもの悩み相談

気軽に相談できる体制を

整えている
教育長

来年度介護保険事業計画

保険料の引き下げを

現段階では考えていない市長

川内原発20年延長問題

県に対して意見書を提出

した
市長

８
・
11

　空
襲
の
日
・
平
和

の
集
い
へ
の
支
援

校
区
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

い
く

市
長

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
広
報
は

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
構
築
を
行
う

市
長

市
長

補
助
金
を
有
効
活
用
し
、
市

道
の
拡
張
を

財
政
的
に
有
利
な
補
助
事
業
等

の
活
用
を
検
討
す
る

本市では、子どもの悩み相談

をどのように考えるか。

学校では、不安やストレスを

抱えた子どもの情報をキャッ

チしたら、家庭や地域、関係機関

と緊密な連携に努め、担任や養護

教諭に気軽に相談できる体制を整

えている。

子どもの相談対策に、ＧＩＧ

Ａスクール構想の１人１台タ

ブレット端末を活用できないか。

不登校の子どもの心身状態の

意思表示をする有効な手段と

して、本市では小学校５校、中学

１校でタブレットの活用を検討し

ている。

問

問

２年後は終戦80年、集いも20

回目を迎える。この節目に市

としての支援を検討できないか。

集いの案内やボランティア募

集など、広報紙や構築予定の

ＬＩＮＥ等を有効活用できるよう

検討していく。また画像や文書等

をデジタル化しアーカイブとして

後世に残す必要もあり、市として

も校区の取り組みに協力できると

考える。

問

答
答

答

川内原発はまもなく設計寿命

の40年を迎える。20年延長稼

働により、原発事故のリスクは高

くなると考える。県または電力事

業者に対して意見を述べる考えは

ないか。

県が原子力規制委員会及び九

州電力に対して、川内原発に

関する要請書を提出することから、

本年６月中旬に本市は意見を求め

られ意見書を提出した。

問

答

公式ＬＩＮＥの進捗を問う。

新たな情報発信の構築に向け

た検討などを行うため、若手

職員25人による庁内プロジェクト

チームを立ち上げた。

これまでに３回のワークショッ

プを開催し、ホームページの改善

や市公式ＬＩＮＥの構築と活用な

どについて、様々なアイデアや意

見を聴取し、具現化に向けた取組

を行っている。

問

答

介護サービス利用料の２割３
割負担の対象者拡大は、サー

ビスの利用を控える方が出てくる
のではないか。

サービスを控える人が出てく
ることも想定される。世代内

の公平性を確保し、制度の持続可
能性を高める観点から協議されて
いる。

高所得者の保険料負担につい
ての検討状況は。

標準段階の多段階化、高所得
者の標準乗率の引き上げ、低

所得者の引き下げについて検討さ
れている。

介護準備基金を取り崩し負担
軽減できないか。

高齢者人口、認定者、給付費
など含めて検討していく。

所得段階の細分化で負担の軽
減できないか。

国も現在９段階からさらに増
やすことを推奨しているので、

協議していく。

問

問

問

問

答

答

答

答

本市では、緊急時に消防車両

が通過できないほど狭い市道

が存在する。また、以前質問した

「市道建昌・岡線」など、市民が

拡張を希望している市道もある。

国の「デジタル田園都市国家構想

交付金」を活用し、市道を拡張で

きないか問う。

過去に導入を検討したことも

あるが、採択条件や、地域再

生計画を策定する必要もあり、事

業導入に至っていない。道路の整

備については、引き続き、財政的

に有利な補助事業等の活用を検討

する。

問

答

市は新学校給食センター整備

をＰＦＩ手法で行うことを示

した。建設から運営まで民間に任

せる手法であり、運営を15年間任

せることとなる。このような手法

で子どもたちの食の安全は守られ

るのか。

発注の際に要求水準書に要求

内容を詳細に明記し、契約後

は要求水準書どおりに業務を実施

しているか監視、指導などを行う。

安全で安心なおいしい給食を安定

的に提供できるものと考えている。

問

答

新学校給食センター整備

道路改修に関する相談状況を

示せ。

道路改修に関する相談は、簡

易な補修を除いて令和４年度

が20件、本年度が６件となってい

る。

対応が完了した案件は、令和４

年度が６件であった。経過観察を

含めて緊急性や重要性の優先順位

を考慮しながら、予算措置に向け

て検討していく。

問

答

市道の状況は

⃝心のサポーター養成

⃝図書館サービス

その他の質問

⃝ＨＰＶ（ヒトパピローマウイル

ス）が引き起こすがん撲滅

その他の質問

⃝高等教育費の負担軽減

⃝安心して農業を続けられる支援

策と災害復旧支援

その他の質問

⃝本市の広報

その他の質問

８月６日に開催されたフェス

タの成果と展望を問う。

約２千名の来場者があり、有

意義なイベントとなった。今

後も自らの命は自ら守るという意

識の高揚も図れるよう取り組んで

いく。

問

答

子ども消防・防災フェスタ

国・県等が交付する様々な補

助金のうち、本市が利用でき

る補助金を有効活用し、新たな事

業につなげる担当部署が必要だと

考えるが、新設することはできな

いか問う。

現行の体制をもって補助金等

の有効活用に努める。

問

答

補助金の専門部署設置を
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子ども相談に１人１台タブレットの活用を

戦争の悲惨さと平和の尊さを語り継ぐ集い40年稼働を迎える川内原発

姶良市役所前の市道清掃を行う市職員負担軽減で安心の介護保険

市道建昌・岡線

子どもの悩み相談

気軽に相談できる体制を

整えている
教育長

来年度介護保険事業計画

保険料の引き下げを

現段階では考えていない市長

川内原発20年延長問題

県に対して意見書を提出

した
市長

８
・
11

　空
襲
の
日
・
平
和

の
集
い
へ
の
支
援

校
区
の
取
り
組
み
に
協
力
し
て

い
く

市
長

Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活
用
し
た
広
報
は

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
構
築
を
行
う

市
長

市
長

補
助
金
を
有
効
活
用
し
、
市

道
の
拡
張
を

財
政
的
に
有
利
な
補
助
事
業
等

の
活
用
を
検
討
す
る

本市では、子どもの悩み相談

をどのように考えるか。

学校では、不安やストレスを

抱えた子どもの情報をキャッ

チしたら、家庭や地域、関係機関

と緊密な連携に努め、担任や養護

教諭に気軽に相談できる体制を整

えている。

子どもの相談対策に、ＧＩＧ

Ａスクール構想の１人１台タ

ブレット端末を活用できないか。

不登校の子どもの心身状態の

意思表示をする有効な手段と

して、本市では小学校５校、中学

１校でタブレットの活用を検討し

ている。

問

問

２年後は終戦80年、集いも20

回目を迎える。この節目に市

としての支援を検討できないか。

集いの案内やボランティア募

集など、広報紙や構築予定の

ＬＩＮＥ等を有効活用できるよう

検討していく。また画像や文書等

をデジタル化しアーカイブとして

後世に残す必要もあり、市として

も校区の取り組みに協力できると

考える。

問

答
答

答

川内原発はまもなく設計寿命

の40年を迎える。20年延長稼

働により、原発事故のリスクは高

くなると考える。県または電力事

業者に対して意見を述べる考えは

ないか。

県が原子力規制委員会及び九

州電力に対して、川内原発に

関する要請書を提出することから、

本年６月中旬に本市は意見を求め

られ意見書を提出した。

問

答

公式ＬＩＮＥの進捗を問う。

新たな情報発信の構築に向け

た検討などを行うため、若手

職員25人による庁内プロジェクト

チームを立ち上げた。

これまでに３回のワークショッ

プを開催し、ホームページの改善

や市公式ＬＩＮＥの構築と活用な

どについて、様々なアイデアや意

見を聴取し、具現化に向けた取組

を行っている。

問

答

介護サービス利用料の２割３
割負担の対象者拡大は、サー

ビスの利用を控える方が出てくる
のではないか。

サービスを控える人が出てく
ることも想定される。世代内

の公平性を確保し、制度の持続可
能性を高める観点から協議されて
いる。

高所得者の保険料負担につい
ての検討状況は。

標準段階の多段階化、高所得
者の標準乗率の引き上げ、低

所得者の引き下げについて検討さ
れている。

介護準備基金を取り崩し負担
軽減できないか。

高齢者人口、認定者、給付費
など含めて検討していく。

所得段階の細分化で負担の軽
減できないか。

国も現在９段階からさらに増
やすことを推奨しているので、

協議していく。

問

問

問

問

答

答

答

答

本市では、緊急時に消防車両

が通過できないほど狭い市道

が存在する。また、以前質問した

「市道建昌・岡線」など、市民が

拡張を希望している市道もある。

国の「デジタル田園都市国家構想

交付金」を活用し、市道を拡張で

きないか問う。

過去に導入を検討したことも

あるが、採択条件や、地域再

生計画を策定する必要もあり、事

業導入に至っていない。道路の整

備については、引き続き、財政的

に有利な補助事業等の活用を検討

する。

問

答

市は新学校給食センター整備

をＰＦＩ手法で行うことを示

した。建設から運営まで民間に任

せる手法であり、運営を15年間任

せることとなる。このような手法

で子どもたちの食の安全は守られ

るのか。

発注の際に要求水準書に要求

内容を詳細に明記し、契約後

は要求水準書どおりに業務を実施

しているか監視、指導などを行う。

安全で安心なおいしい給食を安定

的に提供できるものと考えている。

問

答

新学校給食センター整備

道路改修に関する相談状況を

示せ。

道路改修に関する相談は、簡

易な補修を除いて令和４年度

が20件、本年度が６件となってい

る。

対応が完了した案件は、令和４

年度が６件であった。経過観察を

含めて緊急性や重要性の優先順位

を考慮しながら、予算措置に向け

て検討していく。

問

答

市道の状況は

⃝心のサポーター養成

⃝図書館サービス

その他の質問

⃝ＨＰＶ（ヒトパピローマウイル

ス）が引き起こすがん撲滅

その他の質問

⃝高等教育費の負担軽減

⃝安心して農業を続けられる支援

策と災害復旧支援

その他の質問

⃝本市の広報

その他の質問

８月６日に開催されたフェス

タの成果と展望を問う。

約２千名の来場者があり、有

意義なイベントとなった。今

後も自らの命は自ら守るという意

識の高揚も図れるよう取り組んで

いく。

問

答

子ども消防・防災フェスタ

国・県等が交付する様々な補

助金のうち、本市が利用でき

る補助金を有効活用し、新たな事

業につなげる担当部署が必要だと

考えるが、新設することはできな

いか問う。

現行の体制をもって補助金等

の有効活用に努める。

問

答

補助金の専門部署設置を
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ｐ2 補正予算

ｐ7 市民目線で14人が市政を
ただ

質す

ｐ12 議員研修

ｐ16 漆バラ踊り

秋　空

広
報
広
聴
委
員
に
な
っ
て
、

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
く
の
を
痛
感
し
ま
す
。

本
市
の
議
会
だ
よ
り
は
全
国

で
も
珍
し
く
、
議
員
が
取
材
・

原
稿
の
執
筆
か
ら
編
集
作
業

ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
格

的
な
作
業
は
、
最
終
本
会
議

が
終
わ
っ
て
か
ら
始
ま
り
、
校

了
は
次
の
会
期
が
目
前
に
迫

っ
て
き
た
こ
ろ
。
編
集
作
業
が

終
わ
っ
て
も
、
次
の
一
般
質
問

の
締
め
切
り
に
追
わ
れ
る
こ

と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
に
思
い
出
す

の
が
夏
休
み
の
宿
題
。
８
月
の

終
わ
り
、
焦
り
が
日
に
日
に
増

し
て
い
っ
た
あ
の
夏
が
今
で
も

蘇
り
ま
す
。

暑
す
ぎ
た
夏
、
か
ご
し
ま

国
体
な
ど
下
半
期
も
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
し
た
が
、
も
う
年
の

瀬
。
だ
い
ぶ
冷
え
込
ん
で
参
り

ま
し
た
の
で
、
ご
自
愛
く
だ
さ

い
ま
せ
。
良
い
お
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。
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表紙撮影者／川尻　宣博さん

傍聴席へどうぞ

蒲生町漆地区

漆小学校・校区コミュニティ合同運動会で披露

　この踊りは、竹バラに紙を張ったバラデコと
かね

鉦を打ち鳴らして踊る。今日では、漆小学校で郷土教

育の一環として、秋の運動会で披露されている。約30人で構成され後継者不足のため、児童が中心と

なり地域住民と一体となって取り組んでいる。

　島津義弘公が戦に勝利し、その凱旋祝いとして踊らせたと伝えられている。

漆バラ踊り

●場所／姶良庁舎２号館　３階議事堂

●車いす席もあります。

議会日程や議会中継は、市ホーム

ページでご覧いただけます。

※２号館のエレベーターは利用できます。

お詫びと訂正

前号№51、P15中段

【誤】1952年文禄・慶長の役

↓

【正】1592年文禄・慶長の役

でした。

お詫びして訂正させ

ていただきます。




